













































































学 習 活 動
?
留 点
。海水浴を思い出すため話し合う。
　・茶屋で休んだことo
　・波のりしたこと……など。
。かきたい揚面を思い通りにかくo
。海水浴での思い出を話してやり，ほかにA児にも思
　い出を話させる。話の中で一番かきたい場面をきめ
　させる。
　あまり時間をかけないようにし，具体的に突込みす
　ぎた話し合いはさける。
。選択した場面がきまつたら，自分の考えた通りにか
　かせる。
　途中ゆきづまったら，経験の想起をさせたり，按法
　などヒントを与えてやる。
。中途半端な仕事で終ることなく，A児の意図を大切
　にしながら，指導者の意図と同一化するようtcさい
　ごまでかかせる。
。絵の中でどんな内容をかいたか話し合い，楽しいふ
　んいきが表われていたら途中でもほめてやるo
指導の記録とその考察
l¢し．
??、?ー
〔海水浴風景作品〕 〔同表現順序図〕
①　「波Jである
沖へ出て泳ぐことができないので，波打ちぎわで波にたわむれて遊んだことが，強く印象に残つ
たとみえ，さつそく波を線でかいた。画面上の方が浜で下の方が海である。
　　（考　　察）
　一番興味のあつた遊びの波のりが最初にかかれたことは，幼児の表現傾向から当然と思われる。
即ち興味や関心の強いものが最初こ表われることが多い。
②「本人」である
浮袋で波打ちぎわであそんでいる本人である。浮袋をもつて，波にさらわれないように地面に足
をふんばつているようすが，素直にかかれている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　波にさらわれま
いと，少しだけ波の部分に足をいれた程度である。波を大きくかき本人を小さくかいたため，海の
広い感じが出ている。
　（考　　察）
③の父にくらべて形が小さいのは，最初波をかいて浜の空間が狭くなったため，
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　③　「父Jである
　海の中で泳いでいる父を思い通りに表現している。足で水をかいているようすがよくかけてい
るo
　　（考　　察）
　手のひらの部分はなかつたが，　「手で水をいつしようけんめいかいたんだよ」と身ぶりをしてみ
せたら，そのようすをリアルに表現した。身ぶりなどでイメージを豊かにさせることも大切であ
る。
　④「ボート」である
　ボートを波打ちぎわに表現した。はじめボートはかかれていなかったが，　「ボートがひつくりか
えつたのを見たね」といつたら「あつ，そうだつたJといつてかいた。　　　　　　　　、
　　（考　　察）
　幼児の場合，かこうと思つていても往表にして忘れてしまうことがあるから，内容が貧弱になる
場合が多い。想起させるべく発問を出し，表現内容を豊かにすることができる。
　⑤「ボート上の人Jである
　これは，横向きの顔をはじめてかいた絵である。
　　（考　　察）
　「ボートにはのつている人がいたよ」と助言したら，　「横向きなんかかけないよJといつた。そ
こで人物をかけないのは，表現意欲があるのに表現方法がわからないのだと察知し私は次の手を打
つた。即ち私が横をむいて「おとうさんの横顔をよくみてかいてみな」といつて録や耳のある位置
や形をなでながら暗示してやつた。そしたら，はじめて横顔を表現することができた。　「ほら，か
けたね」といつてほめてやつたら，本人はよろこんでにこにこしていた。
　対象を具体的に感覚を通して理解させ認知させることが，幼児の表現を特に活澄にさせると考察
された。
　⑥「ボート上の人数」である
　「ボートにのつている人は1人だつたかなJときいたら，うなずいて，同類型の人物を3人つけ
加え，計4人にした。これで画面がにぎやかになつた。
　　（考　　察）
　このように助言を与え，本人が納得し表現することに同意すれば，表現させることが望ましい。
　⑦「よその人」である
　海辺は小人数ではあるが他にも泳いでいる人がおったので「まわりにもおよいでいる人がいた
ね」と話し合つた結果，この入物がでてきた。
　⑧一「ボートのボデー」である
　「このボートは何号なの」ときいたら，数字で「790」といれて四角でかこつた。かいもついで
にかいた。
　⑨「海水Jである
　「波はかいたけれど，海の水があるのかな」と問うたら，水彩えのぐの青と白をまぜて波の線
（クレヨソ）の上にはじきの技法で表現し，絵をおもしろく重厚なものにかえた。
　⑩「砂浜」である
　「砂浜も白かつたかな」といつたら，灰色のクレヨソでたんねんにぬつた。
　　（⑦～⑩の考察）
　この題材のねらいが，自分を主体におきながらまわりとの対話のもとに絵をかくという学習であ
るから，⑦～⑩のような助言を与えることにより，自分だけをかいて終りという内容の乏しいのに
比べまわりの情況をもかいて表現内容を豊かにさせることができる。そして，そのようなかきかた
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を身につけ，次時の学習態度を育てることが大切である。
全体的考察
　　○生活経験を想起させる助言の在り方
　幼児が生活画をかくとき，かきたいものを1つかいて終りになることが多い。したがつて，幼児
の生活経験を想起させるような助言を与えてやり，表現内容を豊かにさせることができる。この例
では，本人と波をかいてもう仕上がつたつもりでいる。いたつて表現内容が乏しいものである。そ
こで「自分がどんなふうにJ　「何を」　「まわりは」……といつた助言を表現途中に行ない，イメー
ジを湧かせ絶えず勇気づけをすることにより，内容を豊かにさせることができる。しかし，幼児が
助言を拒んだり納得しない場合には指導者の方で手を引くのが賢明である。なぜならば，指導者の
ためにかかせられているような気分になり，自分で楽しくかぐということができなくなるからであ
る。幼児の経験をうまく想起させ表現したくなるまで同化し，楽しくかかせてやるのが指導者の務
めでもある。
　尋入時にいくら経験の掘りおこしをくわしくていねいにやつても，いろいろな内容が入りまじつ
てかく場面の選択が困難になつて，結局，なにをかいてよいかわからなくなる。又，表現中に導入
時に想起したことがらを忘れてしまうことがある。だから導入時にはあまり具体的に深入りせず，
1・v2程度の強い感動場面をもたせる位に考え，こまかい内容を表現させることは，表現中の適切
な時機に，異体的に助言を与え表現活動を活澄にさせることができる。
　　○助言の順序，方法，時機など
　表現活動に入る前に，海水浴のようすを話し合つた。　「大波がきて驚いたね。うきぶくろをつけ
ていたね。黒い1階子をかぶつていたね。おとうさんは海に入つておよいだね。ボートがひつくりか
えつたのをみたね……etc．」が話し合いに出た。
　表現に入ると，はじめに大波が表現され，本人をかいたところで中止した。そこで話し合いなど
を思い出させる意図もあつて，③以下の助言を与えたのである。即ち，父・船のボデー・よその人
・海水・砂浜……などについてである」助言の順序は，できれば表現前の話し合いの順序にしてみ
る。したがつて話し合いの時の内容の順序を覚えておく方がよい。幼児は心に感じた程度の強弱が
表現の順序になるようであるから，その順序にあわせながら話し合うことも，表現中の助言をする
ことも必要である。この例では先づ，大波→本人一〉父→ボート→まわりの人→……などと本人との
話し合いならびに表現の順序にあわせて助言を進めていつた。
　次に助言の方法について考察するならば，⑤⑥のポートの人については，、横顔の表現については
本人は未経験であり，私がモデルになつて横顔を示してやつたら，スムーズにかきあげてしまつ
た。私は頭をなぜて「よくみておぼえてかけばよいね」とほめてやつた。⑨⑩の海水や砂浜の助言
も，私にいわれて意味なくかいたのではなく，自分なりに海らしく，砂浜らしく，表現したのであ
る。ヒソトを与えられ，自分でなつとくし，自分なりに表現し，自分の方法で，えのぐやクレヨソ
を使用しているようすは，ヒソトが効果的で，無理のないものと察せられる。
　これらのことから，そのときどきによつて感覚を通して対象を認知させてやり，時によくできた
らほめてやる。むりじいでなく，子どもがなつとくした上で表現するような助言が必要である。助
言も子どもの学習レデネスや能力を考慮して，適切と思われるときはよいが，拒否する状態がみう
けられたら，すぐとりさげなければならない。
　つぎに助言の時機についてであるが，表現に熱中しているときは，よけいな助言をしていやがら
せをさせず，表現上困難をきたして思案しているときをみはからつてやると効果的である・その程
度は，あまり内容にこまかく，形や色にまでふれず，この例であれば，　「何をしているの」　「だれ
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なのかな」式の子どもが自分で考え出すのを助長するような助言が望ましい。こまかいところまで
いうと絵をかたくし，不快なものになり，依頼心が強くなつていけないo
　　O幼児の生活画における目標のとらえ方
　指導案中にその目標を構造化してみたが，これを生活画一般の指灘に際し，教師がいつも念頭に
　　　　　　　　　　　　　　　　おいて指導できるようにまとめたのが次IC述べるものであ
?、ー，?
、??
??←?
　　　　　　る。
　　　　　　幼児は心理的発達からして，自己中心的であるから，自分
　　　　　が見たこと，自分が聞いたこと，自分がためしたことという
／張＼、ように泊己と対象とのかか籾から，ねらいを綻する・
　　　　　　とが表現意欲を満足させると考えられる。また当然主観的な
　　　　　表現が行われてよいのである。
　　　　　　　図でもわかるように，目標を構造づけるとき，　「自分がな
　　　　　　にをした」ということを，ねらいの中心にして，「だれ」と
　　　　　　「どんなふうに」　「どこで」ということも念頭においてかか
　　　　　　せるとよい。
　　○生活画の造形要素の分析
　「海水浴風景」の次に「つりぼり風景」の指導をして，
分析することができた。
その作品から造形要素を④⑩⑥の三つに
〔つりばり風尿完成作品〕 ＠〔自分が何を＝つりを〕
⑤〔だれと・＝つりをしている人〕 ◎〔どこで＝つりぽりで〕
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　これら三つの造形要素を三枚め画用紙に線描し，子どもに提示することにより，絵の構成を，こ
とばとしてでなく，感覚的に理解させることが可能となる。これは教師の自作資料として有効な指
導の手がかりとなるが，もう少しアイデアを加え，次のようts工夫を加えると，より興味をもつて
理解させることができる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一→⑤はなれないようにのりづけする→’pI
酵「｝
F’1
り　1
り　1
’，「
’「　「
?
〃i
?
，　　1
ノ　　　　1
〉?
　④セロファン紙に速乾性インクで
　　　　　　「どこで」の要素を線描
　③セロファン紙に速乾性インクで
　　　　　　「だれが」の要素を線描
②セロファン紙に速乾性インクで
　　　　　　「何　をJの要素を線描
①白　　画　　用　　紙
①tC②③④を工Eねていくことにより，一枚の生活画が構成されて完成することを理解させる。
お　わ　り　に
??
?
隔「輪
　　　　　　〔運動会・つなひき〕
けさせることが大切で，
イメージをもう一度，
?
　「海水浴風景」　「つりぼり風最」を
へて秋の「運動会Jにはこまかいステ
ツプをおう必要はなかつた。生活経験
を主内容とした指導で基本要素をどの
ようにおさえるかを　「何が」　「どん
な」といつた要素をおさえて指導した
らA児は絵を楽しくかき，内容も豊か
になつてきたDまた忘れたところがな
いかと考えたり思い出して表現してい
た。
　A児の指導例中「だれが」　「何を」
「どこで」など重点的な用語を，造形
要素として，幼児は幼児なりに身につ
　　　　　　　　　　　いつでも適応できるようにさせたもいのである。今すぐ表現したいと思う
　　　　　　　　　　造形要素で整理させることにより，明確に打ち出せるのである。刹那的な思
いっぎだけでは将来の描画活動につながらないということである。
　このような指導を行なうことにより，幼児期以降の活動にうまく系統づけることができるし，概
念的な絵をかく子どもも新しい表現方法を理解でき，活澄な表現活動がよみがえつてくるのであ
る。子どもの心象を第一にとりあげることは大切であうが，もう一歩造形性を含んだ指導を行なう
ことが賢明である。最初から造形面を強く打ち出すと絵が生き生きせず，説明的表現に終わるから
注意しなければならない。’ ｵかし造形面に普目した指導の場合，表現内容が豊富になつてくること
はまちがいない。
　生活経験を内容とした「海水浴風景」　「つりぽり風景」　「運動会Jなど，一貫した指導例を示し
たわけであるが，　「自分が何をしているかJという中心のねらいの光にてらされる「まわりのよう
すJ　「どんなかつこう」　「いくつJといつたようなうきぼりにされた要素のかかわりあいについて
の効果を力説したかつたのである。生活画を指導する際にはこんなことを念頭にtsいてやつてみた
らどうであろうか。絵をかく学習だけでなく，他の学習にも遍じると思えるし，極端にいえば，生
活そのものの過し方，物の見方，考え方も変つてくると思われる。
一24一
